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　中近東 ア ナ トリア 地 域は、古代 より数 多 くの 民族や文 化 が 交錯 し、複雑 な歴 史背景 を有 し て い

る。今 日ま で に トル コ 共和 国 の トロ イ や ゴ ル デ ィ オ ン 等 の 主要遺跡 を基 に文化編 年が構 築 され て

お り、 こ の 文化編年 は、オ リエ ン ト考古学 にお い て 主 要な役割 を果 た し て い る 。 しか しなが ら 、

近 年の
14C

や年 輪年代測定 、 ある い は、各種遺物の 形態学な どか らこ れ らの 編 年 に矛盾 が指摘 され

は じ め、新 たな信頼で きる編年構築 が ア ナ トリア に お け る 共通 の テ ーマ とな っ て い る。 トル コ 共

和 国カ マ ン ・カ レ ポ ユ ッ ク遺跡 も同様の テ
ー一

マ を据え 、発掘調 査 を行 な っ て い る 遺跡の
一

つ で あ

る。本遺 跡 で も、これまで に
且4C

年代測定の 導入が 試み られたが、編年構築に対す る有力 な結果 は

未 だ得 られ て い な い 。本研 究 で は 、これ まで に構 築され た 編年 に 対 して数値 年代 を導入 し 、 よ り

客観性 の あ る 編年 を提 示す る こ とに ある。

　測定試料 は 、 当遺跡の 調査記録 、出±遺物 を基 に、炭化物 （単年性 植物 を優先）、人骨 ・獣骨、
お よび 、 土 器 を選択 した。い ずれ も、出土状況 の 明 らか なもの を用 い て お り、層序 関係 か ら相対

的な年代 が 明 らか な もの を対象試料 とした。すなわ ち、得 られた
1
℃ 年代値 は 、出土層位か ら新旧

関係 を明 らか に し 、 Oxcal に て 統計処 理 を行 な うこ とで 文化層境界 と と もに暦年代 を出力 した。

　 Figure　l は 、測定結果 よ り得 え られた数 値年 代を用 い て表 した編年 で あ り、考 古学的手法 に よ っ

て構築 され た編年 を多 くの 点 で支持 して い る 。 特 に、鉄器 時代 IId層 （暗黒時代 ）お よび IIc層の

境界で は、Huber、　Kuniholm 氏 らが 年輪年 代測 定に よ っ て 得た 884　BC を的確に 示 して い る。ま

た、測定結果の 中に は 、本遺跡 に て 未だ確認 され て い ない 文化、時代層 の 存在す るこ とを示唆す

る もの も確認 されて い る 。 ア ナ トリ ア 考古学にお ける諸 問題 に対 し て い くつ か の 考察す べ き点が

上 げ られ る。
・ビ ザン ツ 時代 終焉 直後 の セ ル ジ ュ

ー
ク の 痕跡

・ア ケメネ ス 朝終焉後の ガラテ ィ ア 人の 存在
・ブ リ ュ ィ ギア 王 国の 終焉年 代
・ア ッ シ リア商人居留地時代終焉 とヒ ッ タイ ト帝国開始年代
・
ア ッ シ リア商人 の ア ナ トリ介入時期

・プ レ ヒ ッ タイ トの 存在 時期
こ れ ら は 、こ れ まで に 考古学的根拠 が 乏 し く、明 らか にされ て い ない 問題 で あ っ た が 、本研 究に

よ りそれ ぞ れ に重要な根拠や証 明を与 える結果 とな っ た 。

　今後も、測定点数 の 少 ない 文化層 を中心 に
14C

年代 測定 を継続 して ゆき、よ り明確 な年代決定 を

行 な っ て ゆ くつ も りで ある 。
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  The  Anatolian area  in Middle  East has the intricate history background  due te the mixture  of  many  nations  and

cultures  since  ancient  times. Recently, the cultural chronologies  has been constructed  based on  archaeological

evidences  ebtained  from the key sites  in Turkey, fbr instance Tory  and  Gordion sites.  They played a key rele in Oriental

Archaeology, However,  these  chronologies  began to indicate some  contradictions  against  new  evidences  based on  
i4C

dating, dendroehronology and  typology. There is the common  theme  to reconstmct  a  reliable  chronology  in Anatolia.

The  Kaman-kaleh6yUk  site is also one  of  key sites  that are  excavated  fbr the same  aim.  Although  
T4C

 dating was

carried out for excavated  materials  in this site about  ten years ago,  no  usefuI  result  fbr the chronology  has been derived

yet. In this study,  based on  AMS  
i4C

 ages,  we  would  like to introduce the calendar  ages  to the cultural chronology,  and

indicate the more  objective  chronology.

  Charred materials  (mainly charred  grains), human  and  animal  bones and  shards  of  earthenware  from the Karnan-

Kalehoyuk  site were  selected  for AMS  
i4C

 dating, based on  excavation  reports  since  1986. All samples  possess

detajled infbrmation like excavated  situation  and  related  ages.  The  obtained  
i4C

 ages  were  calibrated to calendar  ages

and  boundary ages  ofeach  cultural  stratum,  with  an  OxCal  program using  the relative ages  ofmeasured  samples.

  Figure 1 shows  the estimated  chronology  of  the Kaman-Kalehoyuk site  estimated  by the obtained  results.  This chart

maintains  the archaeological  chronology  very  well.  Especially, the boundary  ages  between  Iron age  stratum  IId, Dark

age,  and  stratum  IIc are  quite consistent  with  the dendrochronological age  of  884 BC  dated by Huber and  Kuniholum.

There are  also  some  results  that suggest  the residence  ofpeoples  for some  unconfirmcdpcriods.
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